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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シクロヘキサデカノリド、シクロペンタデカノン、及びシクロペンタデカノリドのうち
の少なくとも２つの混合物を含む組成物を表面に用いることによって、当該表面における
煙の悪臭を予防及び／又は中和する方法。
【請求項２】
　前記混合物がシクロヘキサデカノリド及びシクロペンタデカノンを含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　シクロへキサデカノリド対シクロペンタデカノンの重量比が、１：３乃至１０：１であ
る、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　シクロへキサデカノリド対シクロペンタデカノンの重量比が、１：１である、請求項３
に記載の方法。
【請求項５】
　前記組成物が香料である、請求項１乃至４のいずれか１に記載の方法。
【請求項６】
　前記香料が１以上の大環状ムスクの香料を少なくとも３重量％含む、請求項５に記載の
方法。
【請求項７】
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　前記香料が１以上の大環状ムスクの香料を少なくとも１０重量％含む、請求項６に記載
の方法。
【請求項８】
　前記表面が、皮膚、毛髪、塗装面、衣類、床材、又は壁紙である、請求項１乃至７のい
ずれか１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、煙の悪臭、特に煙草の煙の悪臭を予防及び／又は中和する特定の香料成分の
使用に関する。本発明は、また、そのような香料成分を含む香料及び製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　悪臭を予防及び／又は中和するという課題は長年にわたり認識されており、特定の悪臭
に対処するための多数の方法及び製品が開発されてきた。一連の市販されている方法及び
製品においては、近年、家庭における及び工業的な悪臭除去に使用するために開発された
いくつかの消費者製品が開発され、大量販売されるようになっている。
【０００３】
　一般に香料（香水としても知られている）の一部としての芳香性材料が、最も普通に用
いられている悪臭中和剤であろう。これらは、単独で又はその他の材料（抗菌剤又は吸着
剤等）と共に用いられている。
【０００４】
　例えば体臭などの各種悪臭に対して効果のある香料は公知であるが、煙の悪臭に対して
活性であり、優れた効果を示す香料はまれである。
【０００５】
　ＷＯ９５／１５１８６には、密閉空間における又は煙の悪臭が付着した基質における煙
の悪臭を中和する、特定の芳香性アルデヒド又はそれらの混合物、及びこれらを含む香料
の使用が記載されている。当該芳香性アルデヒドは、煙草の悪臭を効果的に中和すると説
明されている。
【０００６】
　ＦＲ２６６６５１０には、多くの異なる原因、例えば、動物、野菜、工業的生産工程、
下水、及び煙草の燃焼による悪臭を中和するための消臭用組成物が開示されている。多く
の芳香性アルデヒド、アルコール、エステルが、推奨添加量とともに詳述されており、な
かでもシトラールとフェニルアセトアルデヒドが重要な成分である。“化学分子（ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ　ｍｏｌｅｃｕｌｅ）”と記載されている更なる成分（おそらく、香料に用い
られている同様の材料は除外されている）の存在が必要とされ、好ましくは、それらは組
成物の重量に基づいて少なくとも５重量％である。これらの唯一の例は、直鎖アルデヒド
ヘプタナールである。さらに、当該組成物は、嗅覚認識を均一にする試薬（例えば、キシ
レンムスク又はテトラリン）を０．５乃至１０％を含む。発明の実施態様として、いくつ
かの空気清浄製品の形成が開示されている。
【０００７】
　ＷＯ９８／３２８２０は、皮膚、毛髪、及び織物繊維を処理する香料及び製品に関する
ものであり、それは少なくとも２の大環状ムスク（すなわち、ヘキサデカノリド、シクロ
ペンタデカノン、及びペンタデカノリド）の混合物を含む。ＷＯ９８／３２８２０の混合
物は、セルロース系及びタンパク性の基質に対し優れた実用性（ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉ
ｔｙ）を有し、さらに容易に生分解可能であると記載されている。従って、当該混合物は
、優れた実用性を有するが生分解され難いＴｏｎａｌｉｄ（登録商標）等の多環状ムスク
に対する有用な代替品であると記載されている。香料は、０．０１重量％、好ましくは少
なくとも０．１重量％、より好ましくは少なくとも０．５重量％以上の上記ムスク混合物
を含むことができる。
【発明の開示】



(3) JP 4703096 B2 2011.6.15

10

20

30

40

50

【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の１の観点では、シクロヘキサデカノリド、シクロペンタデカノン、又はシクロ
ペンタデカノリドから選択される１以上の大環状ムスクを含む組成物を表面に用いること
により、表面における煙の悪臭を予防及び／又は中和する方法を提供するものである。
【０００９】
　本発明の目的において、“表面における煙の悪臭を予防する”という表現は、本発明の
１以上のムスクを煙の無い表面に用いることにより、典型的には、煙と接触した場合に当
該表面から発生する煙の悪臭の嗅覚的検出を減少させ又は抑制することを意味する。
【００１０】
　本発明の目的において、“表面における煙の悪臭を中和する”という表現は、本発明の
１以上のムスクを煙の悪臭を放つ表面に用いることにより、典型的には、当該表面から発
生する煙の悪臭の感知強度を減少させることを意味する。
【００１１】
　本発明は、シクロヘキサデカノリド、シクロペンタデカノン、又はシクロペンタデカノ
リドから選択される１以上の生分解性大環状ムスクは、表面における煙の悪臭（特に、煙
草の悪臭）を予防及び／又は中和するための、費用効率が高くかつ驚くべきほど有効な方
法を都合良く提供するために用いられ得る。有利なことに、当該ムスクは、特に、繊維の
表面（例えば、布）における煙の悪臭を予防及び／又は中和するの効果的である。さらに
、比較的高い濃度でムスクを含む香料又はそれらの混合物は、表面で感知された煙の悪臭
を、対照実験に比べて少なくとも３倍減少させるであろう。また、１以上の上記大環状ム
スクによる実体的性質に起因して、特定のムスク又はムスク混合物のおいて観測される、
煙の悪臭に対する中和及び／又は予防の効果は、有益なことに、短命（ｅｐｈｅｍｅｒａ
ｌ）ではなく長期間持続し得る。
【００１２】
　当該組成物は、任意に、更なる賦形剤（ｅｘｃｉｐｉｅｎｔ）と混合され得る。好まし
くは、組成物は香料の形式である。本発明の目的では、“香料”は、シクロヘキサデカノ
リド、シクロペンタデカノン、又はシクロペンタデカノリドから選択される１以上の大環
状ムスクに加えて、１以上の更なる香料成分（所望ならば、適切な溶媒と混合される）を
含むものとして定義される。
【００１３】
　本明細書で定義する１以上の大環状ムスクが煙の悪臭を予防及び／又は中和する場合に
つての可能なメカニズムは、多数存在する。例えば、１以上のムスクは、煙の悪臭の嗅覚
的感知を部分的に中和することができ、この効果は、一つには、空間的及び／又は時間的
フィルタリングの現象から生じる。空間的フィルタリングにおいては、１以上の大環状ム
スクは、嗅上皮（ｏｌｆａｃｔｏｒｙ　ｅｐｉｔｈｅｌｉｕｍ）における臭い受容部位又
は細胞に対し煙の悪臭をもたらす分子と競合すること、又は、嗅覚刺激の間に起こる伝達
プロセスを阻害し得る細胞間効果を誘引することが可能である。或いは、時間的フィルタ
リング工程を経て、鼻において生じる神経メッセージの大きさ及び量（ｃｏｎｔｅｎｔ）
が、１以上の大環状ムスクの存在による嗅球（ｏｌｆａｃｔｏｒｙ　ｂｕｌｂ）及びその
他の中枢構造における阻害を経て減少し得る。
【００１４】
大環状ムスク
　上記のように、煙の悪臭（特に、煙草の臭い）を予防及び／又は中和する組成物におい
て有効であることが判明した大環状ムスクは、シクロヘキサデカノリド、シクロペンタデ
カノン、又はシクロペンタデカノリドから選択される１以上の大環状ムスクである。
【００１５】
　本発明における使用では、シクロヘキサデカノリド、シクロペンタデカノン、及びシク
ロペンタデカノリドのうちの少なくとも２の混合物を含む組成物が好ましい。シクロヘキ
サデカノリドとシクロペンタデカノンを含む混合物が、より好ましい。
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【００１６】
　典型的には、そのような混合物におけるシクロヘキサデカノリド対シクロペンタデカノ
ンの重量比は、約１：３乃至約１０：１であり、好ましくは約１：１である。
【００１７】
　好ましくは、本発明において有用な組成物は、１以上の更なる香料成分を付加的に含む
。
【００１８】
　本発明の好ましい実施態様では、シクロヘキサデカノリド、シクロペンタデカノン、及
びシクロペンタデカノリドのうちの少なくとも２の混合物を含む組成物が煙の悪臭を放つ
表面に用いられる場合、当該混合物はセルロース系及びタンパク性の表面に対し実用性を
有し、それは、かかる表面に対してシクロヘキサデカノリド、シクロペンタデカノン、及
びシクロペンタデカノリドを個々に用いたときと、少なくとも同程度（ほとんどの場合、
著しく優れた）実用性であることが明らかになった。これは、そのような混合物の実用性
を潜在的に向上させ、更なる利益をもたらす。さらに、前述した大環状ムスクのうちの少
なくとも２の混合物を含む組成物は、煙の悪臭の予防及び／又は中和において特に有効で
あることが判明し、任意の特定の理論に制限されることなく、特定の混合物の有効性は、
当該大環状ムスクの間で生じる相乗効果に起因すると考えられる。
【００１９】
　本発明において有用な組成物は、上記で定義したような香料であることができ、又は、
例えば、その他の賦形剤（例えば、適切な相溶性溶媒、洗浄剤、又は保湿剤など）とさら
に混合された香料を含む製品であることもできる。
【００２０】
　例えば、１以上の大環状ムスクは、ムスクの香りを除くその他多くの所望の嗅覚的特性
を香料に付与する最終的な香料の一部であることができる。
【００２１】
　本発明において有用な、悪臭を中和する香料は、一般に、１以上の大環状ムスクの香料
を少なくとも３重量％、好ましくは少なくとも１０重量％、より好ましくは少なくとも１
５重量％、さらにより好ましくは少なくとも２０重量％含む。
【００２２】
　香料において、１以上の大環状ムスクは、ムスクの香りを一面とする全体に調和の取れ
た香りを得るために、当該技術分野において公知のその他多くの香料成分とブレンドされ
得る。それゆえ、典型的には、香料は、組合せにより人間の鼻にとって心地良い種々の香
り特性を示す揮発性物質の混合物である。
【００２３】
　従って、更なる一面において、本発明は、少なくとも３重量％、好ましくは少なくとも
１０重量％、より好ましくは少なくとも１５重量％、さらにより好ましくは少なくとも２
０重量％のシクロヘキサデカノリド、シクロペンタデカノン、又はシクロペンタデカノリ
ドから選択される１以上の大環状ムスク、及び、１以上の更なる香料成分を含む香料を提
供するものである。
【００２４】
　香料において、本発明の大環状ムスク又はそれらの混合物と有益に結合され得るその他
の香料成分は、例えば、特定の天然エキス、エッセンシャルオイル、アブソリュート、レ
ジノイド、樹脂、コンクリート、さらに、飽和及び不飽和化合物、脂肪族、炭素環式、及
びヘテロ環式化合物を含む、炭化水素、アルコール、アルデヒド、ケトン、エーテル、酸
、エステル、アセタール、ケタール、ニトリル等の合成物である。
【００２５】
　そのような香料成分は、例えば、Ｓ．Ａｒｃｔａｎｄｅｒ、Ｐｅｒｆｕｍｅ　ａｎｄ　
Ｆｌａｖｏｒ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（Ｍｏｎｔｃｌａｉｒ、Ｎ．Ｊ．、１９６９年）、Ｓ
．Ａｒｃｔａｎｄｅｒ、Ｐｅｒｆｕｍｅ　ａｎｄ　Ｆｌａｖｏｒ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　
ｏｆ　Ｎａｔｕｒａｌ　Ｏｒｉｇｉｎ（Ｅｌｉｚａｂｅｔｈ、Ｎ．Ｊ．、１９６０年）、
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及び“Ｆｌａｖｏｒ　ａｎｄ　Ｆｒａｇｒｅｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ－１９９７”、
Ａｌｌｕｒｅｄ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ．Ｗｈｅａｔｏｎ、Ｉｌｌ．ＵＳＡ（又は
、毎年刊行される当該刊行物のこれまでのもの）に記載されている。
【００２６】
　本発明の１以上の大環状ムスクと組合せて用いることができる香料成分の例は、ゲラニ
オール、酢酸ゲラニル、リナロール、酢酸リナリル、テトラヒドロリナロール、シトロネ
ロール、酢酸シトロネリル、“ＣＩＴＲＡＬＶＡ”の登録商標の下で市販されているゲラ
ニルニトリル、ジヒドロミルセノール、酢酸ジヒドロミルセニル、テトラヒドロミルセノ
ール、テルピネオール、酢酸テルピニル、ノポール、酢酸ノピル、２－フェニルエタノー
ル、酢酸２－フェニルエチル、ベンジルアルコール、酢酸ベンジル、サリチル酸ベンジル
、酢酸スリラリル、安息香酸ベンジル、サリチル酸アミル、ジメチルベンジルカルビノー
ル、酢酸トリクロロメチルフェニルカルビニル、酢酸ｐ－ｔｅｒｔ－ブチル－シクロヘキ
シル、酢酸イソノニル、酢酸ベチベリル、ベチベロール、α－ヘキシル桂皮アルデヒド、
２－メチル－３－（ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）プロパナール、２－メチル－３－（
ｐ－イソプロピルフェニル）プロパナール、３－（ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）プロ
パナール、２，４－ジメチルシクロヘキシ－３－エニル－カルボキシアルデヒド、酢酸ト
リシクロデセニル、プロピオン酸トリシクロデセニル、４－（４－ヒドロキシ－４－メチ
ルペンチル）－３－シクロヘキセンカルボキシアルデヒド、４－（４－メチル－３－ペン
チル）－３－シクロヘキセンカルボキシアルデヒド、４－アセトキシ－３－ペンチル－テ
トラヒドロピラン、３－カルボキシメチル－２－ペンチルシクロペンタン、２－ｎ－ヘプ
チル－シクロペンタノン、３－メチル－２－ペンチル－２－シクロペンタノン、ｎ－デカ
ナール、ｎ－ドデカナール、９－デセン－１－オール、イソ酪酸フェノキシエチル、フェ
ニルアセトアルデヒドジメチルアセタール、フェニルアセトアルデヒドジエチルアセター
ル、シトロネリルニトリル、酢酸セドリル、３－イソカンフィルシクロヘキサノール、セ
ドリルメチルエーテル、オランシオン（ａｕｒａｎｔｉｏｎ）、“ＢＡＮＧＡＬＯＬ”の
登録商標の下で市販されている２－エチル－４（２’，２’，３’－トリメチルシクロペ
ンテン－３’－イル）ブテン－２－オール、イソロンギホラノン、オーベピンニトリル、
オーベピン、ヘリオトロピン、クマリン、オイゲノール、エチルバニリン、バニリン、ジ
フェニルオキシド、ヒドロキシシトロネラール、イオノン、メチルイオノン、イソメチル
イオノン、イロン、“ＪＡＳＭＡＣＹＣＬＥＮＥ”の登録商標の下で市販されている酢酸
３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－４，７－メタノ－１（３）Ｈ－インデン－
６－イル、ラバンジングロッソ（ｌａｖａｎｄｉｎ　ｇｒｏｓｓｏ）、リリーアルデヒド
、リキセトン（ｌｉｘｅｔｏｎｅ）、メチルナフチルケトン、モスオークモス（ｍｏｓｓ
　ｏａｋ　ｍｏｓｓ）、オレンジ油、パチョリ酸（ｐａｔｃｈｏｕｌｉ　ａｃｉｄ）、プ
チグレン油、ローズオキシド、“ＲＨＵＢＡＦＵＲＡＮ”の登録商標の下で市販されてい
る２，４－ジメチル－４－フェニルテトラヒドロフラン、“ＰＩＶＡＣＹＣＬＥＮＥ”の
登録商標の下で市販されているピバリン酸ジシクロペンテニル、シス－３－ヘキサノール
及びそのエステル、インダンムスク、テトラリンムスク、イソクロマンムスクである。
【００２７】
　本発明における組成物又は香料は、典型的には、溶媒を含み、それにより、１以上の大
環状ムスク及び／又は更なる香料成分が希釈される。本発明における使用に適切な溶媒は
、１以上の大環状ムスクと相性が良く、さらに、当該１以上の大環状ムスクが用いられる
表面とも相性が良い溶媒である。本発明において有用な溶媒の適切な例には、ミリスチン
酸イソプロピルが含まれる。
【００２８】
　本発明の方法を実施する場合、当該組成物は、煙の悪臭を中和するために当該煙の悪臭
を示している表面に用いられるか、或いは、主に煙の悪臭が生じることを予防するために
煙の悪臭がしない表面に用いられる。当該表面には、皮膚、毛髪、塗装面（ｈａｒｄ　ｓ
ｕｒｆａｃｅ）、衣類、床材、又は壁紙が含まれる。当該組成物は、噴霧（例えば、エア
ゾールとして）により、又は、ポンプ作用により、（例えば、含浸布を用いて）拭くこと
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、注ぐこと等により用いられ得る。
【００２９】
　本発明の香料は、既に煙と接触しており煙の悪臭が生じている表面、又は、煙の悪臭と
接触する恐れがある表面への用途に適切な製品において用いることができ、これにより表
面から煙の悪臭が生じることを防止できる。それゆえ、更なる観点において、本発明は、
本発明の香料を含む製品を提供するものである。
【００３０】
　適切な製品には、例えば、塗装面洗浄剤、洗濯用洗剤（液体、粉状、及びタブレットの
形状を含む）、衣類用柔軟剤、リンスコンディショナー、衣類清浄（ｆａｂｒｉｃ　ｒｅ
ｆｒｅｓｈｅｒ）製品（例えば、スプレー、洗濯のりスプレー、アイロン用スプレー、及
び染み取りスプレー）を含む衣類処理製品、シャンプー、コンディショナー、ムース、ヘ
アスプレー、ヘアリフレッシュ用スプレー及びローション及びその類似製品、クリーム、
ローション、顔用又は全身用スプリッツァー（ｓｐｒｉｔｚｅｒ）、ジェル、入浴用及び
シャワー用製品、洗顔料、洗顔水及びその類似物。好ましい製品は、衣類清浄製品である
。
【００３１】
　更なる観点において、本発明は、表面における煙の悪臭を予防及び／又は中和するため
の（好ましくは、表面における煙の悪臭を中和するための）組成物における、シクロヘキ
サデカノリド、シクロペンタデカノン、又はシクロペンタデカノリドから選択される１以
上の大環状ムスクの使用を提供するものである。
【００３２】
　以下の非限定的な実施例により、本発明を説明する。
【００３３】
　特に示さない限り、全てのパーセンテージは、重量パーセントである。
【００３４】
　簡潔のために、実施例では、大環状ムスクであるシクロヘキサデカノリド及びシクロペ
ンタデカノリドは、それぞれ、香料業界において通常用いている省略用語である“ヘキサ
デカノリド”及び“ペンタデカノリド”と記載する。
【実施例１】
【００３５】
　本発明の１以上の大環状ムスクを含む配合物の適用の後における、煙の悪臭を放つ表面
から検知される煙の悪臭の強度の減少を、以下に示すように、標準的な感知手順を用いて
実証した。
【００３６】
　それぞれ種々の大環状及び多環状ムスクを添加した中核芳香基剤（ｃｏｒｅ　ｆｒａｇ
ｒａｎｃｅ　ｂａｓｅ）を含む香料（Ａ－Ｆ）を、以下の表に示す比率で調製した。
【００３７】

中核芳香基剤
　　　　成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量％
　　オランシオン（Ｑ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４
　　Ｂａｎｇａｌｏｌ（Ｑ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
　　酢酸ベンジルＥｘｔｒａ（Ｑ）　　　　　　　　　　　　　　　０．６
　　サリチル酸ベンジル（Ｑ）　　　　　　　　　　　　　　　　　１６
　　Ｃｉｔｒａｌｖａ（ＩＦＦ）　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
　　精製シトロネロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
　　ジフェニルオキシド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．６
　　ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．３
　　エチルバニリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４
　　精留オイゲノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．６
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　　酢酸ゲラニル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．６
　　ヘキシル桂皮アルデヒド　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
　　Ｊａｓｍａｃｙｃｌｅｎｅ（Ｑ）　　　　　　　　　　　　　　２
　　ラバンジングロッソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
　　リリーアルデヒド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２
　　リナロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．４
　　バルク（ｂｕｌｋｅｄ）リキセトン(Q)　　　　　　　　　　　１６
　　メチルナフチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２
　　合成モスオークモス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４
　　オレンジ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．８
　　精製パチョリ酸(Q)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．６
　　プチグレンパラグアイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２
　　Ｐｉｖａｃｙｃｌｅｎｅ（Ｑ）　　　　　　　　　　　　　　　０．２
　　ＤＰＧ中１０％のＲｈｕｂａｆｕｒａｎ（Ｑ）　　　　　　　　０．４
　　ローズオキシドのラセミ体　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
【００３８】
・　 （Ｑ）で特定される香料成分は、Ｑｕｅｓｔ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ（Ａｓ
ｈｆｏｒｄ、Ｋｅｎｔ、英国）より市販されているものである。
【００３９】
・（ＩＦＦ）で特定される香料成分は、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｆｒａｇｒａｎｃ
ｅｓ　ａｎｄ　Ｆｌａｖｏｕｒｉｎｇｓ（Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ　Ｃｉｔｙ、米国）より市販
されているものである。
【００４０】
【表１】

【００４１】
１．ＭＩＸ－Ｓ１は、ヘキサデカノリドを３５％、シクロペンタデカノンを３５％、及び
ミリスチン酸イソプロピルを３０％含む混合物である。
【００４２】
２．Ｔｏｎａｌｉｄは、ＰＦＷ　Ａｏｍａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｂ．Ｖ．（オランダ）
より市販されている多環状ムスクについての登録商標である。
【００４３】
３．Ｈａｂａｎｏｌｉｄｅは、Ｆｉｒｍｅｎｉｃｈ　Ｓ．Ａ．（Ｇｅｎｅｖａ、スイス）
より市販されているマクロライドムスクについての登録商標である。
【００４４】
　上記の香料Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、又はＦのうちの１を含む６つの衣類清浄スプレーを、
以下の示すように調製した。
【００４５】
衣類清浄スプレー
　　　成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 重量％
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　　香料（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、又はＦ）　　　　　　　　　０．０５
　　可溶化剤４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１５
　　所望される防腐剤
　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００未満
【００４６】
４．ＢＡＳＦ　ＡＧより市販されているＣｒｅｍａｐｈｏｒ　ＲＨ４０
【００４７】
　正方形のテリー織りのタオル地（１０ｃｍ　ｘ　１０ｃｍ）７枚にラベルを貼り、煙草
（Ｍａｒｌｂｏｒｏ）が２本入っている、煙が充満したキャビネット（内部寸法は、３７
ｘ４８ｘ５９ｃｍ）の中に２０分間置き、その後、当該布をキャビネットから除去した。
これらの布のうち６枚には、それぞれ、上記６つの衣類洗浄スプレーのうちの１つを噴霧
し、放置して２時間乾燥させた。対照のための布サンプルも同様に試験し、こちらには香
料を含まない衣類清浄スプレーを噴霧した。これらの布を、それぞれ無臭のビニール袋に
入れ、３桁の任意の数字をラベルして、評価に備えた。
【００４８】
官能パネル（ｓｅｎｓｏｒｙ　ｐａｎｅｌ）
　布の臭気強度を評価するために、感覚の鋭さに基づいて選択した評価者（ａｓｓｅｓｓ
ｏｒ）よるなる熟練した官能パネルを用いた。パネリスト達は、実施される試験の前に６
ヶ月間訓練を受け、彼らが感知する臭気強度を正確にかつ再現性をもって記録する能力を
向上させた。訓練が成功裡に終了した後、彼らを非常勤で定期採用し、官能評価を行った
。
【００４９】
　布サンプルは、無作為の順番でパネリストに提示した。各評価者は、“Ｓｅｎｓｏｒｙ
　Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ　Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ”（Ｍｅｉｌｇａａｒｄ，Ｃｉｖｉｌｌ
ｅ及びＣａｒｒ、ＣＲＣ出版、１９９１）の５５頁及び引用文献に記載されているマグニ
チュード推定尺度構成法（ｍａｇｎｉｔｕｄｅ　ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ　ｓｃａｌｉｎｇ
　ｔｅｃｎｉｑｕｅ）を用いて、それぞれの布について感知した煙の臭いの強度を個別に
記録した。個々のパネリストのスコアは、標準的な統計的Ａｎａｌｙｓｉｓ　ｏｆ　Ｖａ
ｒｉａｎｃｅ　ａｎｄ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎ試験を用いて規格化及
び解析し、平均悪臭強度のスコアを得た。
【００５０】
　結果を以下の表に示す。
【表２】

【００５１】
　上記の表に示した結果から、試験に用いた全ての香料は、対照に比べると、感知される
煙の悪臭の強度における減少に効果があるが、さらに、１以上の生分解性大環状ムスクを
含む香料を含有する衣類清浄スプレーは、香料工業において生産量の多いムスクであるＴ
ｏｎａｌｉｄ（登録商標、香料Ａ）又はマクロライドムスクであるＨａｂａｎｏｌｉｄｅ
（登録商標、香料Ｆ）のいずれかを含有する香料を含む衣類清浄スプレーと比較して、煙
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の悪臭に対する大幅に改善された中和特性を示すということが分かる。
【実施例２】
【００５２】
　ヘキサデカノリドとシクロペンタデカノンを含む大環状ムスク混合物の煙の悪臭に対す
る中和特性は、以下に詳述するように、香料におけるムスク混合物濃度によって変化する
。
【００５３】
　等量のヘキサデカノリドとシクロペンタデカノンの７０％ミリスチン酸イソプロピル溶
液（すなわち、３５％のヘキサデカノリド、３５％のシクロペンタデカノン、３０％のミ
リスチン酸イソプロピル）を含み、さらに、（実施例１で示したのと同じ組成の）種々の
比率の中核芳香基剤を混合した香料（Ｇ－Ｉ）を、以下の表に従って調製した。
【００５４】
　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｇ　　　　Ｈ　　　 Ｉ
　中核芳香基剤　　　　　　　　　　　　　　　　　７０％　　８４％　９５％
　ムスク混合物　　　　　　　　　　　　　　　　　３０％　　１６％　　５％
　　当該混合物の内訳は、
　　ヘキサデカノリド／シクロペンタデカノン　　２１％　１１．２％　３．５％
　　ミリスチン酸イソプロピル　　　　　　　　　７０％　４．８％　　１．５％
【００５５】
　香料Ｇ、Ｈ、Ｉのうちの１を含む３つの衣類清浄スプレーを、以下のように調製した。
【００５６】
衣類清浄スプレー
　　　成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 重量％
　　香料（Ｇ、Ｈ、又はＩ）　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
　　可溶化剤（上記実施例１と同じ）　　　　　　　　　　　０．１５
　　所望される防腐剤
　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００未満
【００５７】
　正方形のテリー織りのタオル地（１０ｃｍ　ｘ　１０ｃｍ）４枚にラベルを貼り、煙草
（Ｍａｒｌｂｏｒｏ）が２本入っている、煙が充満したキャビネット（内部寸法は、３７
ｘ４８ｘ５９ｃｍ）の中に２０分間置き、その後、当該布をキャビネットから除去した。
３枚の布には、それぞれ、上記３つの衣類洗浄スプレーのうちの１つを噴霧し、放置して
２時間乾燥させた。残りの布サンプルを対照として用い、未処理のままにした。これらの
布を、それぞれ無臭のビニール袋に入れ、評価に備えてラベルを貼った。
【００５８】
　実施例１に記載した手順により、布サンプルについて感知された煙の悪臭の強度を評価
した。
【００５９】
　結果を以下の表に示す。
【表３】

【００６０】
　この結果から、比較的高い濃度で大環状ムスク（ヘキサデカノリドとシクロペンタデカ
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。
【実施例３】
【００６１】
　以下の実施例は、異なる比率のヘキサデカノリド、シクロペンタデカノン、及びミリス
チン酸イソプロピルを含有する大環状ムスク混合物の香料を含む衣類清浄スプレーについ
て観測された、煙の悪臭に対する中和特性の変化を示すものである。
【００６２】
　８４％の（実施例１に記載した）中核芳香基剤、及び、３０％のミリスチン酸イソプロ
ピル中における１６％乃至７０％の範囲のヘキサデカノリドとシクロペンタデカノンを含
む香料Ｊ、Ｈ、及びＫを、以下に示すように調製した。
【００６３】
【表４】

【００６４】
　香料Ｊ、Ｈ、又はＫのうちの１を含む３つの衣類清浄スプレーを、実施例２に示した基
剤組成に従って調製した。その後、それぞれの衣類清浄スプレーを、煙の悪臭を放つ正方
形の布に噴霧した。実施例２と同様に、未処理のままの、煙の悪臭を放つ正方形の布も評
価対象に含めた。その後、実施例２に記載した手順により、布サンプルについて感知され
た煙の悪臭の強度を評価した。
【００６５】
　結果を以下の表に示す。
【表５】

【００６６】
　この結果は、煙の悪臭に対する中和特性の利益は、異なる比率のムスク混合物を含む香
料に起因することを示唆するものである。
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